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「個人」が変われば「組織」が変わる
〜ラフールサーベイ〜



会社概要

ラフールネスで世界を笑顔に
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サーベイの必要性

① 組織課題を知る
組織と社員、社員同士という、縦・横・斜めの関係において
どこに、どのような課題があるのかを知る必要がある

② 社員の考えを知る
社員が組織と望むこととは異なる考えをしていたり、考えのズレがある場合
その考えに至る原因を把握するためにも、社員の現状や考えを知る必要がある

③ ギャップを知る
組織の課題や社員の考えを知ったうえで、管理職として会社の姿勢や、社員に
求める⾏動において、どのようなギャップが⽣まれているのかを把握する必要がある

そもそもサーベイとは・・・
組織活性化や従業員と企業の関係改善などを目的として、現状把握のために⾏われる調査
※ラフールサーベイではストレス要因の把握や組織改善に必要な項目を網羅
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様々な調査を網羅する理由

ワーカホリック(疲弊)予備軍

エンゲージメント(＋)

エンゲージメント(－)

心
の
健
康(

－)

心
の
健
康(

＋)

仕事に没頭し、健康状態が悪化
→ 休職や離職のリスクアリ

短期的にみると、生産性/定着率 ⤴
⻑期的にみると、生産性/定着率 ⤵

活性化組織
心身共に健康で高エンゲージメント
持続可能なエンゲージメントが高い

生産性 ⤴
定着率 ⤴

不活性化組織

仕事にも身が入らず
抑うつ・バーンアウト状態

生産性 ⤵
定着率 ⤵

低モチベーション組織

心身共に健康だが、
仕事へのモチベーションは低い

生産性 ⤵
定着率 ⤵

出典︓⽇本の⼈事部、ワーク・エンゲイジメント
組織を元気にする“攻め”のメンタルヘルス対策とは

心身の健康 ＋ 高モチベーション が組織が理想の形
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業績へも大きく影響

個人(社員)のメンタル状態が良好な組織では
1年後の業績(営業利益率)に3倍の開きがでる

・

・・3倍の差に

低エンゲージメント組織 高エンゲージメント組織 持続可能なエンゲージメント組織
(心の健康＋高エンゲージメント)



『ラフールサーベイ』導入の目的

『ラフールサーベイ』導入前におけるお客様のお悩み
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ラフールサーベイの特⻑

ラフールサーベイの特⻑

安価な導入コスト

32

業種・規模に捉われない ユ
ーティリティー性(利便性)

あらゆる調査・測定ツー
ルが1つに︕

業種・規模に捉われない
ユーティリティー性

（利便性）
安価な導入コスト
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ラフールサーベイの特⻑ ①

あらゆる調査項目を
「ラフールサーベイ」１つで

メンタル・フィジカル
測定ツール

パーソナルコンディション
調査ツール

※実装予定

ストレスチェック
(職業性ストレス簡易調査票)

ES(従業員満⾜度) 
調査ツール
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エンゲージメント調査ツール



ラフールサーベイの特⻑ ②

IT・インターネット
人材・コンサルティング
介護・福祉・医療
メーカー
サービス
広告・マスコミ・エンターテイメント
建設・不動産
⼩売・流通
その他

3-50

51-100

101-200

201-300

301-400

401以上

導入企業の業種割合 導入企業の従業員規模割合
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導入社数700社、累計アカウント数65,000名突破
業種・規模感を問わず多数の企業さまに導入



ラフールサーベイの特⻑ ③

安価な導入コスト

月額400円/人
※別途、初期導入費用100,000円（初年度のみ）
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目的に合わせたサーベイ利⽤

ク

組織状態の定点観測を⾏う
ショートサーベイ

包括的な現状把握と深堀分析を⾏う
ディープサーベイ（現スタンダードサーベイ）
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運⽤イメージ

２種類のサーベイを運用し、組織の「今」と「何故」を把握
対策リコメンド機能をもとに組織改善を⾏います
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サーベイ機能の拡充（ショートサーベイ）

※サンプル画面
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ショートサーベイ 個人結果イメージ



ショートサーベイ/分析詳細

点数分布及び設問・回答の傾向が把握出来ます
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サーベイ機能の拡充（ディープサーベイ）

※サンプル画面
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ディープサーベイ（現スタンダードサーベイ） 個人結果イメージ



課題の可視化
ラフールサーベイでわかること

目に⾒えづらい⼩さな課題も可視化します
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『ラフールサーベイ』の機能

直感的なグラフで組織状態を可視化
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『ラフールサーベイ』の機能

多様なセグメントで分析可能
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分析詳細

組織の良い点/悪い点を一望化
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料⾦・機能⼀覧

月額400円/人*  
これだけの機能が使えます

*お申込みアカウント数に応じてお値引きします。
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他社比較

豊富な分析項目
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導入ステップ
最⼩限の手間で、お申し込みからサーベイ実施・結果の確認が可能

サポート体制の充実によりスムーズな運用を実現
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ソリューション⼀覧

組織課題の改善を目的とした豊富なソリューションサービス
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販売パートナー募集

ラフールサーベイ拡販をさらに加速させるため、
販売パートナーを募集しております
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お問い合わせ
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TEL 050-5807-2146 FAX 050-3730-1283
Eメール: info@royalri.jp URL：http://royalri.jp
〒422-8062
静岡県静岡市駿河区稲川二丁目２番１号 セキスイハイムビルディング6F

mailto:info@royalri.jp
http://royalri.jp

